
第３号様式（第７条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

 

＜宣言日＞ ２０２６年４月３０日 

事業者情報 

事業者名 株式会社 木村工業 

代表者 職・氏名 
職名 代表取締役 

氏名 木村 晃一 

ホームページ URL（任意）  

事業者ロゴ（任意） 

 

 

 

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

現在２０３０年にむけた木村工業の取り組みは、スローガン「信用、信頼、愛される心の

通う会社」を掲げ、社員が経済・環境・社会のグループに分かれてそれぞれのあるべき姿

を考え、目標をたてて半年ごとに進捗を考えながら進んでいます 

 

 

これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可） 

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

○ ○  ○   

      

○ ○  ○   

     

 

  ○    



目標の達成に向けた重点的な取組内容等 

分野 

(該当分野に 

チェック) 

(複数選択可) 

ＳＤＧｓゴール

(メイン・サブ)

の数字を記入 

（複数記入可） 

目標の達成に向けた重点的な取組 

①  

経済 ✓ 【メイン】４ 

 

【サブ】１、１０ 

 

事業の底上げで、安定した収入、技術の継承、働きが

いの実現を目指すため 

個々の能力と成果が正当に評価され、収入に反映され

る体制づくり、属人化の解消と社員それぞれが明確な

目標を把握し、技術の継承をしていく 

社会 ☐ 

環境 ☐ 

②  

経済 ☐ 【メイン】８ 

 

【サブ】２、１０ 

 

今も未来も安心して働ける就労環境を目指すため、勤

務体制の平等化、労働環境の改善に取り組む。 

・新たな勤務体制の構築(手当増額、在宅勤務の実施、

長時間労働の削減、有給取得率上昇など) 

社会 ✓ 

環境 ☐ 

③  

経済 ☐ 【メイン】７ 

 

【サブ】１５ 

 

無駄を抑え、クリーンな環境を目指すため、 

電気使用量を削減(社屋にソーラーパネル設置)や 

CO2 削減の具体的な毎年の取り組みを話し合い、でき

ることを提示する 

社会 ☐ 

環境 ✓ 

 

進捗報告 

 進捗状況（１年目） 進捗状況（２年目） 進捗状況（３年目） 

①  

 

 

 

 

  

②  

 

 

 

 

  

③  

 

 

 

 

 

  

 


